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小売店との連携強化を目指したリテイラ支援システム
ーサッポロビール株式会社および富田薬品株武舎社-
RetailerSupportSystemsAimingataC10SeConnectionwithRetailStores

流通業界では,高度情報化に対応して,メーカー～卸～小売間の情報交換を

速やかに行い,意思決定を支援する戦略情報システムとして,リテイラ支援シ

ステムの構築が進められている｡本システムは,メーカー･卸の持つ商品情報

の有効利用で′J､売店をバックアップし,同時に,仕入れから商品陳列･販売ま

でのすべてを一括して請け負うことによって,チャネル支配の強化を図ること

をねらいとしている｡コンシューマーグッズ関連のメーカー･卸では,現在,

システムを自社開発し,小売店への導入を展開し始めている｡

本論文では,AIを活用し,小売店への商品陳列を提案するサッポロビール株

式会社と,サービスマーチャンダイジングカの強化で薬局･薬店と連携を図る

富田薬品株式会社のリテイラ支援システムについて紹介する｡

n 緒 言

消費構造･市場動向の変化,経済･社会環境の変化に伴っ

て,食品･薬品など消費者向け大衆商品の製造･流通業では,

企業間競争が激しくなってきている｡このような環境下では,

POS(Point of Sale),EOS(Electric Ordering System),

VANなどの情報システム技術を駆使して消費者ニーズを的確

に把握し,売れる商品を市場に投入することが重要であると

ともに,販売の最前線である小売店の情報システム化を支援

するリテイラ支援システムが必要となる｡

リテイラ支援システムでは,

(1)サービスマーチャンダイジングに関する業務

(2)商品情報サービス業務

(3)顧客情報管理業務

(4)DPP(Direct ProductProfit:直接単品利益管理)

などの支援が行われており,以下に紹介するサッポロビール

株式会社,富田薬品株式会社のりテイラ支援システムは,次

の特長を持っている｡

1.1サッポロビール株式会社のリテイラ支援システム

メーカーが持つ商品情報,販売ノウハウをもとに棚割り支

援エキスパートシステムを開発し,酒販店に対し最適な商品

陳列の提案を行っている｡これにより,酒販店の売上拡大と

連携強化をねらいとしている｡
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1.2 富田薬品株武舎社のリテイラ支援システム

医薬品卸の販売ノウハウを生かし,サービスマーチャンダ

イジングを支援するインテリジェントレジスタ｢とみたテキ

パキさん+を販売している｡これにより,薬局･薬店の省力

化,経営体質強化を支援し,連携強化を図っている｡

8 サッポロビール株式会社の商品陳列支援エキスパ

ートシステム

2.1開発の背景とねらい

近年,ビール業界では消費者ニーズの多様化,個性化に伴

い,｢ドライ戦争+に代表される激しい販売競争を展開してい

る｡このような状況のなかで,メーカーの持つ商品情報,販

売ノウハウを提供し,酒販店の経営に貢献するりテイラ支援

が必要となっている｡

サッポロビール株式会社では,従来から全国の酒販店にPOS

レジスタ｢サッポロ かレサス+1)を提供して,酒販店自身の情

報管理を推進するとともに,市場動向の把握に実績を挙げて

いる｡さらに,酒販店に対し消費者の商品選択視野の広がる

生き生きとした売場づ〈り,商品陳列を支援して,よりいっ

そうの連携強化を図るため,2050/32棚割り支援エキスパート

システムを開発した｡

本システムの開発では,日立製作所のAPP(Application

*サッポロビール株式会社ビールマーケテイング本部 **富田薬品株式会社情報システム部 ***日立製作所大森ソフトウェア工場

****日立コンピュータコンサルタント株式会社 *****日立製作所システム開発研究所
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Programproduct)であるSMP-ES/FC2)を母体として,2.2.2

項のシステムの特長で述べる機能を付加している｡

2.2 システムの概要

2.2.1システムの目的

棚割り支援エキスパートシステムは,メーカーおよび卸業

が小売店に対し商品陳列提案を行うためのツールで,下記を

目的としている｡

(1)酒販店の売場の活性化と売上拡大

(2)棚割り作業の効率化

(3)商品陳列ノウハウの共有化と顧客サービスの向上

2.2.2 システムの年寄長

本システムの主な特長を以下に述べる｡

(1)カラーイメージ表示による商品陳列のビジュアル化

商品陳列のディスプレイ表示および棚割り表出力を,カラ

ーイメージで表示できる｡このため陳列した場合の配色状態

をもとに,商品の棚割りをわかりやすく説明することができ

る｡また,簡潔な作業指示票としても活用できる｡図1に棚
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図l棚割り表出力例 陳列什(じゅう)器ごとに熱転写カラープリ

ンタで出力する｡
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割り表の出力例を示す｡

(2)知識工学技法による自動棚割り

商品の陳列には,販売実績,消費者の購買心理など,幅広

い要作を基に決完する必要があり,従来,専門家が時間を要

した作業である｡本システムでは,このためのノウハウをル

ール記述し,2050/32のAI(ArtificialIntelligence)ツール

"ES/KERNEL''("ExpertSystem/KERNEL'')を使用して,

自動棚割りを行うことができる｡

2.2.3 システムの機能

本システムの主な機能を以下に述べる｡

(1)商品イメージ入力機能

商品写真からイメージスキャナで読み取ったカラーイメー

ジ情報を,商品サイズに合った大きさにしてマスタに登録す

る｡登録時,モニタ表示で内容を確認することができる｡

(2)商品配置編集機能

商品配置をディスプレイ装置にカラーイメージ表示し,マ

ウス操作で次の編集を行うことができる｡

(a)商品操作

商品の追加･削除･移動･交換･左右変更表示ができる｡

(b)棚段操作

陳列棚の追加･削除･上下移動指示ができる｡

(C)ゾーニング操作

容器別などの商品分類で,色分け表示することができる｡

備品配置編集画面の表示例を図2に示す｡

(3)自動棚割り機能

商品の品ぞろえと配置を,ルールに従い自動的に実行でき

る｡自動棚割りは,次に述べる6ステ､ソプを実行する(図3参

月別｡

(a)処理条件として,陳列したい商品,フェース数などの

酒販店の要望を入力する｡

(b)販売実績,販売基準値などのデータと,｢この立地条件

の店は,侍(たる)商品が何品種以上必要+などのノウハウ

の知識ベースから商品品ぞろえ処理を実行する｡

(C)品ぞろえ結果を表示し,必要があれば修正する｡

(d)什(じしわう)器,商品サイズなどのデータと,｢瓶商品は

下段に+,｢ドライビールは右側に+などのノウハウの知識

ベースから,商品配置処理を実行する｡

(e)商品配置結果を表示し,必要があれば商品配置編集機

能により修正する｡

(f)棚割り表を出力する｡

以上の3機能のほかに,マスタファイルの登録･保守,ABC

分析,売上予測などの分析表出力などの機能がある｡

2.2.4 システムの構成

本システムは,2050/32とイメージスキャナ,熱転写カラー

プリンタで構成される｡外観を図4に示す｡
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図2 商品配置編集画面の表示例 陳列棚,商品のサイズを縮小し,商品配置をカラーイメージ表示する｡
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図3 自動棚割り処理の流れ マスタファイルのデータと知識ベー

スから,品ぞろえ,配置処理を実行する｡
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図4 2050/32棚割り支援システムの構成 2050/32を基本に,カ

ラーイメージスキャナ,熱転写カラープリンタなどで構成される｡
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2.3 効 果

本システムを適用することによって,次の効果が期待でき

る｡まず第一に,市場動向を把握した効果的な棚割l)が,だ

れにでも容易に行うことができる｡第二に,イメージ出力さ

れた棚割り表と売上予測などの分析表を用いて,説得力のあ

る商品陳列提案と陳列改善の効果が具体的に把握でき,酒販

店との連携強化が図れる｡

田 富田薬品株武舎社の薬局･薬店経営管理システム

｢とみたテキパキさん+

3.1開発の背景とねらい

富田薬品株式会社は,九州一円に販売ネットワークを持つ

九州の代表的な医薬品の卸販売会社で,昭和58年からホスト

コンピュータとしてHITACを導入し,医薬品卸システムを総

合的に行うコンピュータネットワークシステム"ATOMS''

(AllTomitaManagementSystem)を稼動させている｡

最近,中小規模の薬局･薬店を対象として,VAN会社やボ

ランタリーチェーンによる受発注ネットワーク化が急速に進

んでいる｡これに対抗して,優良得意先を確保･獲得してい

くためには,薬局･薬店の経営に役立つシステムを開発し,

普及させていくことが必要である｡

以上の観点から,薬局･薬店経営管理システム｢とみたテ

キパキさん+を開発し,昭和63年4月からこれを適用して薬

局･薬店との連携強化を行っている｡

3.2 システムの概要

3.2.1システムの目的

本システムは薬局･薬店の経営者自身が経営戟略のツール

として活用できることが特長であり,下記を目的としたもの

である｡

(1)薬局･薬店の経営体質の強化

(2)薬局･薬店の省力化

(3)薬局･薬店のイメージアップと顧客の固定化

3.2.2 システムの特長

本システムは,利用面,運用面で次の特長を持っている｡

(1)顧客ニーズに合った利用形態サポート

薬局･薬店の規模に合った利用形態が選択でき,システム

利用による経営データは,その薬局･薬店で閉じた運用が可

能な形態としている｡利用形態を表1に示す｡

(2)顧客状況に応じた段階的業務稼動

システムの導入･運用は,顧客方針,要員体制,習熟度に

応じ,レジスタ処理業務から売上･利益管理,棚卸･在庫管

理,仕入･受発注管理業務へと,段階別に業務のレベルアッ

プができる｡顧客管理業務は並行的に随時実施できる｡

(3)豊富な経営管理資料

売上･利益管理,棚卸･在庫管理,仕入･受発注管理など

の業務で,経営に役立つ豊富な管理資料を出力することがで
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表l システム利用形態 店舗規模に対応して利用形態が選択で

きる｡

形態
規模

(日商)
シ ス テ ム 構 成 利用形態

1
40万円

以下

●1台設置

l

1店舗に1台設置

L,一一連の業務

を処王里する〔,

l 卜1台
l

2
20万円-

40万円

●H.T併用

l

llxl台＋

H.Tによりピーク

時の売上処理,

仕入･棚卸の入

力を処理する｡

l H.T

3
40万円

以上

●複数台設置

l

llx′冶＋

データ量に応じ,

同一店舗に複数

台設置し大量デ

一夕を処理する(｡

l H.T

4

支店を

所有し,

40万円

以上

●公衆回線によるデータの収集･分配

本店 支店

ll

本支店間のデー

タ伝送により,

総合的情報管理

を実施する〔,

l H lxn台
l l

注:略語説明 H/T(ハンディーターミナル)

きる｡

(4)優れた操作性･機能

マルチウインドウ機能,マルチ処理機能などを使用し,操

作性と機能性の両面を追求したシステムである｡

(5)一括したシステムエンジニアサポート

システムの導入に際して,商品マスタ(PLU:Price Look

Uptableを含む｡)の登録から,システム運用指導までの一貫

したシステムエンジニアサポートを実施している｡

3.2.3｢とみたテキパキさん+の機能

｢とみたテキパキさん+は,薬局･薬店の一連の業務を対象

としており,レジスタ処理業務と,バックヤードでのデータ処

理･分析業務に大別できる｡以下に,業務･機能概要を述べる｡
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薬局･薬店経営管理システム

レジスタ処王里業務

レジスタ機能(レジスタソフト)

設 定

●部門設定

●PLU設定

●担当者設定

●時間帯設定

●価格帯設定

●客層設定

登毒桑･練習

●PJU登録

●部門登録

●訂正

●取り消L

●値引き

●マルチウインドウ

点検･精算

●部門別･担当者別な
どの検索

●日次･月次･年次な
ど各種処理

データ処理･分析業務

パーソナルコンピュータ機能

(バックヤード)

売上管理 在庫管理

●売上合計 ●仕入入力

●商品別 ●セット商品の

●部門別 単品表示

●売れ筋 ●棚卸帳作成

●死に簡 ●棚卸入力

●粗利ベスト商品 ●発注候補一覧

●販売効率 ●在庫一覧

●ベスト商品リスト

顧客管壬里 台帳管理

●顧客情報入力 ●台帳更新

●DM発行 ●一覧表

注:略語説明 PJU(P‥ceJook〕ptable),DM(DirecIMail)

図5｢とみたテキパキさん+業務･機能構成図 薬局･薬店経営を支援する業務機能をサポートLている｡

レジスタ機能(レジスタソフト)

売上 レジスタ登録

一[垂]一

諺蓼嶽

へサーノ/売上量毒責画面

No.0008･担当者 1月18日
商品名 単価 数量 金鮨

即
0
2
0
3
0
4
0
5

浅田餞ニッキ 600 1 600

計 6∞

預り金 0

4987206008060

＋

レシート

パソコン機能(バックヤード)

コンピュータによる

自動処王里

今日の売上

帳 票

出 力

●売上合計日報
など

4g870672g7405 OPゴールド 90T 2 4.400

4987188100233 サロンパスA40枚 12 5,520

498700glO5607 ノーシン 20H 3 1月00

4987224620α)8 ニェートロソーナggg 3 乙850

4902508101028 乳歯ブラシセット 1 880

4902522(iOOO26 Pエレキバン 仰拉 5 7月00

49871g5263341 オイラックスG20g 2 2.2(氾

4987206008060 i研削あめ)ニッキ50T 1 800

(1)レジスタ処理業務

レジスタ処理業務には,設定処理,登録処理(練習機能を含

む｡),点検･精算処理業務がある｡これらは,部門,担当者

などの設定と,PLU,取消し,値引きなどのレジ登録,およ

び部門別,担当者別などの点検･精算業務を支援している｡

(2)データ処理･分析業務

閉店後のデータ処理･分析業務は,レジスタ処理業務で登

図6 システムの流れ 店舗で

のレジ登董景と,売上データの加エ･

編集処理の流れを示す｡

録したデータを加工･編集し,店舗経営に役立つ管理情報を

作成する業務である｡本システムでは,売上管理,在庫管理,

顧客管理などの管理業務を支援している｡

業務内答･機能構成を図5に,レジスタ処理業務からデー

タ処理･分析業務までの流れを図6に示す｡

3.2.4｢とみたテキパキさん+の構成

インテリジェントレジスタ｢ストアパル+を基本にして,
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図7｢とみたテキパキさん+機器構成図 インテリジェントレジス

タ｢ストアパル+を基本に,バーコードリーダ,漢字プリンタなどが付加

されている｡

レシートプリンタ

タッチ
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ハード

ディスク

＼

(20Mバイト)

キャッシュドロワ

汐
注
:
質
量

32kg

電源関係 AClOOV,240W

済
さ熟

/メ

カストマティスプレイ

/

9インチ

モノクロ

CRT

レジスタ

キーボード

プリンタ

図8｢とみたテキパキさん+外観 店舗設置を前提としたコンパク

トな構成となっている｡
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バーコードリーグ,漢字プリンタなどによって構成される｡

機器構成を図7に,外観を図8に示す｡

3.3 効 果

本システムを導入することによって,次の効果が期待でき

る｡

(1)PLUにより正確な売上処理が可能となる｡さらに,利益

の正確･迅速な把握ができ,利益管理の質的向上が図れる｡

(2)インストアブロモーション効果測定などの計数管理が行

え,売上増大に寄与できる｡

(3)在庫状況,売れ筋･死に筋商品の把握による適正な品ぞ

ろえが可能になるとともに,顧客履歴情報の活用によって,

的確なDM(Direct Mail)発行･購買実績に対応した顧客サー

ビスなど,顧客管理の充実化が図れる｡

以上の効果が期待できる本システムの販売を通じ,富田薬

品株式会社としては,情報武装セールスヘの脱皮による営業

マンの質的向上が図れ,企業イメージの向上とともに薬局･

薬店との連携を強化していくことができる｡同時に,内部的

には薬局専門部門の効率化が図れる｡

巳 結 言

サッポロビール株式会社の棚割り支援エキスパートシステ

ム,富田薬品株式会社の｢とみたテキパキさん+で示すよう

に,リテイラ支援システムのねらいは,サービスマーチャン

ダイジングで小売店をバックアップし,小売店との連携を強

化していくことにある｡そのためには,使いやすさを工夫す

るととい二,小売店の規模に合わせた利用が可能で,小売店

の経営に寄与するシステムでなければならない｡また,消費

者ニーズを迅速に収集･分析し,市場動向に合った商品の開

発,小売店へのフィードバックを行い,チャネル支配を強化

していくことが不可欠であり,メーカー～卸～小売問の情報

ネットワーク化に対応できるシステムが要求されるであろう｡

今後,ますますリテイラ支援システムを武器にして,ビジネ

スとしての展開がなされるものと思われる｡
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